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シンボルマーク 

8月30日現在（ ）内は前回比、男23 , 898 (+ 16）女26,529(- 2）計50 , 427 (+ 14）世帯17, 417 (+ 11) 

人口と世帯 人口と世帯  ー  一  



曾

意
の
花
か
④
（
 

ー
ど

う
も
あ
リ
が
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
 

⑥
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ

〇
み
ど
り
町
四
丁
目
・
七
丁
目
子

供
会
（
米
塚
淳
子
代
表
）
廿
四
千
五

百
三
十
五
円
。
 

〇
松
緑
神
道
大
和
山

（
田
沢康
「
1
 

郎
代
表
）

廿
1
11十
万
円
。
 

〇
球
友
会

〔
ゴル
フ
〕
 
（
奈良
有

代
表
）
廿
三
万
四
千
円
。
 

〇
嶋
谷
税
務
会
計
事
務
所
（
嶋
谷

敏
税
理
士
）
廿
十
七
万
円
。
 

中
村
整
形
外
科
病
院
の
中
村
登
喜

雄
院
長
が
九
月
九
日
、
厚
生
省
で
「平

成
八
年
度
救
急
医
療
功
労
者
厚
生
大

臣
表
彰
」
を
受
け
ま
し
た
。
中
村
院

長
は
、
昭
和
三
十
八
年
、
中
村
整
形

外
科
病
院
を
設
立
以
来
、
救
急
病
院

の
指
定
を
受
け
て
救
急
患
者
の
治
療

に
携
わ
る
な
ど
長
年
の
地
域
医
療
に

対
す
る
貢
献
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

あ
り
ま
す
。
 

救
急
治
療
は
、
 コ
ー十
四
時
間
体

制
で
い
つ
い
か
な
る
時
も
治
療
を
優

先
し
ま
す
。
そ
し
て
患
者
が
事
故
等
 
 

に
遭
遇
し
て
か
ら
三
分
間
が
勝
負
で

す
。
最
初
の
判
断
ミ
ス
は
致
命
的
。
 

そ
の
見
極
め
は
長
年
の
経
験
で
培
わ

れ
る
も
の
」
と
厳
し
い
医
療
活
動
を

話
し
て
い
ま
し
た
。
 

モ
ッ
ト
ー
は
、
 「
人
を
愛
す
る
」
 

「患
者
の
病
気
を
治
す
手
助
け
す
る

の
が
医
者
だ
。
時
に
は
、
落
ち
込
ん

だ
人
を
慰
め
た
り
、
わ
が
ま
ま
な
人

や
自
分
の
命
を
粗
末
に
す
る
よ
う
な

人
を
叱
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

そ
れ
も
患
者
を
愛
す
る
が
ゆ
え
、
命

を
大
事
に
す
る
が
ゆ
え
、
常
時
そ
の
 
 

人
た
ち
を
忘
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
の
生
命
を
扱
う
以
上

で
き
る
限
り
最
上
の
治
療
法
で
あ
た

っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
の
受
賞
は
、
 

一
開
業
医
と
し
て
で
な
く
、
現
場
の

先
生
方
、
職
員
、
救
急
隊
、
更
に
周

囲
の
協
力
病
医
院
の
諸
先
生
方
皆
さ

ん
が
も
ら
っ
た
も
の
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。
今
後
も
現
役
で
治
療
及
び
勉

強
を
続
け
る
つ
も
り
で
す
J
と
力
強

く
語
っ
て
い
ま
し
た
。
 

百
歳
を

迎
え

た
 

泉
つ

せ
さ
ん
に
 

ー
内
閣
総
理
大
臣

祝
い
状
贈
呈

ー
 

今
年
百
歳
を
迎
え
ら
れ
た
、
金
山

字
盛
山
の
泉
つ
せ
さ
ん
に
、
九
月
十

七
日
、
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
祝
い
状

と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
佐
々

木
市
長
が
本
人
に
直
接
祝
い
状
と
記

念
品
を
伝
達
し
、
 「
こ
れ
か
ら
も
元

気
で
長
生
き
し
て
く
だ
さ
い
J
と
激

励
し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
百
歳
以
上
の
長
寿
者
（
五

人
）
、九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者
（
1
1
1
 

十
四
人
）
、八
十
八
歳
以
上
の
長
寿
者

夫
婦

（
一
組）
の
皆
様
に
青
森
県
知

事
顕
彰
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
今
回
顕
彰
さ
れ
た
か
た
が

た
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 
 

百
歳
以
上
の
長
寿
者
 

川
浪
熱
か

（
藻川
）
 
横
嶋
な
を
 

（
金山
）
 
斉
藤
清
吉
（
前田
野
目
）
 

中
村
と
し
（柳
町
）
 
泉
つ
せ
（
金

山
）
 

九
十
歳
に
達
し
た
長
寿
者
 

小
笠
原
ク
ニ
（
神
山
）
 
斎
藤
作

太
郎
（
旭
町
）
 
木
村
哲
子
（漆
川
）
 

原
金
五
郎
（
東
町
）
 
笠
井
み
ん

こ

（
米
田
）
 三
上
キ
ワ
（
持子
沢
）
 

g
三
橋
キ
エ

（松
島
町
）
 
葛
西
か

子

（
ー
ッ谷
）
 
蒔
田
く
り
（新
町
）
 

葛
西
誠
之
助
（
太
刀
打
）
 
白
戸
 

I
I
、ホ
（
七
ッ
館
）
 
川
浪
サ
ト

（
藻

川
）
 
長
峰
あ
さ
（
松
島
町
）
 
横

嶋
そ
と
（
松
野木
）
 
赤
石
た
き
（
前

田
野
目
）
 
開
米
ト
ス
（
鶴
ケ
岡
）
 

三
上
う
め
（
漆
川
）
 
笠
井
鶴
作
 

（川
山
）
 
竹
谷
ミ
ワ
（
藻
川
）
 

佐
藤
ス
ミ
（
金
山）
 
葛
西
み
つ
（神

山
）
 
斉
藤
ひ
さ

（鳥
森
）
 
小
田

桐
政
吉
（
神
山
）
 
長
沼
鉄
太
郎
（
中

平
井
町
）
 
伊
藤
ナ
リ
（
野
里
）
 

山
口
ハ
ナ
（
金
山）
 
外
崎
フ
ミ
（俵

元
）
 
松
野
し
さ
（
神
山
）

寿
J
H藤

ソ
ン

（
前
田
野
目）
 
其
田
政
（
飯

詰
）
 
工
藤
清
（
上
平
井
町
）
 
平

山
イ
ワ
（
飯
詰
）
 
久保
田
つ
る
（
梅

田
）
 
野
呂
モ
ト

（鎌
谷
町
）
 

八
十
八
歳
以
上
の
長
寿
者
夫
婦

笠
井
謙
之
助
・
み
ん
こ
夫
婦
（
米

田
）
 
順

不
同
 
敬
称
略
 

表彰状と盾を持つ中村さん 

祝い状を贈呈された泉つせさん 

平成8年10月1日 2 



「
こ
れ
な
ら

安

心
ノ
こ
 

市
長
ら
学
校
給
食
を
試
食
 

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
た
病
原
性

大
腸
菌
O
1
1
5
7
に
よ
る
食
中
毒

を
防
止
し
、
子
供
た
ち
に
安
心
し
て

給
食
を
食
べ
て
も
ら
お
う
と
、
市
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
九
月
十
八
日
、
 

佐
々
木
市
長
と
釜
落
教
育
長
が
訪
れ
、
 

学
校
給
食
の
試
食
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
 

試
食
会
で
は
、
市
長
が
「
病
原
性

大
腸
菌
0
1
1
5
7対
策
と
し
て
九
 

月
か
ら
衛
生
管
理
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

の
項
目
を
倍
に
し
、
管
理
態
勢
を
強

化
し
た
と
い
う
こ
と
で
皆
さ
ん
の
努

力
に
感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
も

安
全
で
お
い
し
い
給
食
を
作
っ
て
く

だ
さ
い
。」
と
栄
養
士
や
調
理
担
当
者

ら
二
＋
五
名
を
激
励
し
ま
し
た
。
 

こ
の
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は
サ
ン
マ
の

甘
露
煮
、
ホ
ウ
レ
ン
草
と
モ
ヤ
シ
の

お
ひ
た
し
、
か
し
わ
汁
、
ご
飯
、
牛
 

乳
で
、
実
際
に
こ
の
日
の
小

学
校
の
給
食
と
同
じ
物
を
試

食
し
た
市
長
は
「
お
か
ず
は

何
度
ま
で
加
熱
し
て
い
る
の

か
。」
 
「今
日
の
メ
ニ
ュ
ー
は

何
カ
ロ
リ
ー
あ
る
の
か
。」
な

ど
担
当
者
に
熱
心
に
質
問
し

な
が
ら
、
「野
菜
な
ど
は
全
部

加
熱
さ
れ
て
い
る
の
で
安
心
。」
 

と
給
食
の
安
全
性
を
確
認
し

て
い
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
 

で
は
、
今
後
も
県
の
指
導
に

よ
り
野
菜
は
火
を
通
し
て
か

ら
出
し
、
衛
生
管
理
の
チ
ェ

ッ
ク
を
徹
底
し
て
い
く
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
 

一
 

（一ー 

『
 

ー

，ー

一
 

』
 

第 7回 ごしょがわら牧場 

穫グルメまつ 

3 平成 8年如月1日 

ジぢ、魁悪4すのつカみ 

第
七
回
ご
し
ょ
が
わ
ら
牧
場
 
収
穫
グ
ル
メ
ま
つ
り
が
九
月

ニ
士
一
百
こ
の
日
開
村
し
た
グ
リ
ー
ン
バ
イ
オ
村
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
訪
れ
た
多
く
の
市
民
は
、
五
所
川
原
牛
の
焼
肉
を
食
べ

焼
き
た
て
の
と
ーっ
も
ろ

」
しを
頬
張
り
な
が
ら
秋
の
味
覚
に
舌

鼓
を
打
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
に
じ
ま
す
の
つ
か
み
ど
り
、
 

さ
つ
ま
い
も
掘
り
な
ど
で
は
、
子
供
た
ち
が
大
き
な
歓
声
を
あ

げ
て
い
ま
し
た
。
 



'
 期

臼
包
り
 

九
月
十
五
日
、
 「第
七
回
岩
木
川

河
川
ま
つ
り
」
が
岩
木
川
河
川
敷
で

行
わ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、西
北
五

地
方
の
特
産
品
等
を
販
売
す
る
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
市
場
」
や
、
不
用
に
な
っ

た
日
用
品
を
格
安
で
売
る
「
フ
り
ー
 

マ
ー
ケ
ッ
ト」
の
ほ
か
、
降
雨
体
験

等
の
岩
木
川
学
習
コ
ー
ナ
ー
、
ド
ツ

ジ
ボ
ー
ル
大
会
等
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場
、
 

犬
の
し
つ
け
教
室
、
乗
馬
体
験
の
ふ

れ
あ
い
広
場
、
五
所
川
原
消
防
署
の

救
急
法
指
導
が
行
わ
れ
、
大
勢
の
家

族
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
特
に
、
 

人
気
ア
ニ
メ
シ
ョ
ー
、
魚
つ
り
、
魚

の
つ
か
み
ど
り
が
子
供
達
に
人
気
が

あ
り
、
 一
日
中
歓
声
が
あ
が
っ
て
い

ま
し
た
。
 

い遥鍛b参猫 

出械者灰ひ留守索機淑励舎 

! J1言L謙 

出
稼
者
の
安
全
を
祈
願
し
て
 

出
稼
者
・
留
守
家
族
激
励
会
ー
 

五
所
川
原
市
出
稼
協
会
（
会
長
・

佐
々
木
市
長
）
と
五
所
川
原
市
内
農

業
協
同
組
合
懇
談
会
（
会
長
・
佐
藤

利
栄
七
和
農
協
組
合
長
）
で
は
、「出

稼
者
お
よ
び
留
守
家
族
激
励
会
」
を

九
月
九
日
に
市
中
央
公
民
館
で
行
い
、
 

安
全
就
労
を
願
う
と
と
も
に
留
守
家

族
を
励
ま
し
ま
し
た
。
 

激
励
会
に
は
、
出
稼
者
や
留
守
家

族
ら
約
百
五
十
人
が
出
席
し
安
全
祈

願
祭
の
あ
と
、
佐
々
木
市
長
ら
が
激

励
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
ア
ト
ラ
ク

シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
、
出
稼
就
労
前
の

出
稼
者
と
家
族
が
楽
し
い
ひ
と
と
き

を
過
ご
し
ま
し
た
。
 

秋
の
交
通
安
全
 

市
民

総
決
起
大
会
 

九
月
二
＋
日
、市
お
祭
り
広
場
で
、
1
 

秋
の
交
通
安
全
市
民
総
決
起
大
会
が
 m
 

行
わ
れ
ま
し
た
o
大
会
に
は
一
日
警
 
昨

察
署
長
を
務
め
た
ミ
ス
津
軽
平
野ク
 
誠

イ
ー
ン
の
藤
田
安
希
子
さ
ん
ら
約
1
1
1
 

百
人
が
参
加
し
、
市
老
連
の
原
田
市

太
郎
会
長
が
大
会
宣
言
を
読
み
あ
げ

交
通
安
全
を
誓
い
ま
し
た
。
こ
の
後
、
 

関
係
者
は
五
一
中
ブラ
ス
バ
ン
ド
と

中
央
小
学
校
鼓
笛
隊
を
先
頭
に
市
内

を
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。
 

ド
ラ
イ
バ
ー
に
マ
ス
コ
ツ
ト
 

人
形
プ
レ
ゼ
ン
ト

九
月
二
十
一
日
、中
央
小
学
校
P
 

T
A
生
活
指
導
部
と
松
島
町
八
丁
目

婦
人
部
の
部
員
が
、
松
島
町
中
央
公

園
前
の
通
り
で
手
づ
く
り
の
マ
ス
コ

ツ
ト
人
形
を
ド
ラ
イ
バ
ー
に
贈
り
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
 

日 4 
ドライバーに交通安全を呼びかける

中央小学校児童 



三虹の架サ賛

津軽親善大使 ‘
1 

曳工の架け僑 

～五所川原へのメッセージ～ 

毎年8月4日開催虫お〈りと火まつり 

津軽親善大使紹介コーナー 
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葉 と 心 

 

五所川原について思うこと 

 

」
」
口
 

 

     

     

     

     

たけ うち しよう ぞう 

竹 内 尚 三さん（79歳） 

東京都目黒区柿の木坂千8-10 

国内各県の県民性を書いた本がありました

が、その中で、青森県民は「初対面を避けた

がる」 と指摘していました。誰かと同伴で初

対面をするのはいいが、単独ではいやだとい

うことです。メグセ（恥ずかしい）からだと 

‘思います。内気で温かい面もありますが、 こ

れでは次第に時代の冴討tに合わなくなります。 

津軽弁も、初対面のメグセの原因になって二

いるようです。津軽弁は歴史的に価値があり

ますが、他県人に通用しないようでは、言葉

としての評価は低くなります。五所川原が、 

津軽が発展するためには、津軽弁は胸の中に

しまっておいて、他県人にも通用する言葉を

使うl必要があります。小学校の時期にその練

習ができると思います。 

私も津軽弁脱出で苦

労した時期がありまし

た。f也郷に住んで外国

語をおぼえる気持ちてニ

練習しました。英語や

ドイツ語などよりもず

っとやさしい勉強でブニ

ケッパッラ二ください。 

私は期待しておりま

す。 

5 平成8年10月1日 

たか はし なお ひこ 

高 橋 直 彦さん（48歳） 

囲青森テレビ東京支社次長兼編成部長 
当市川端町出身 

東京都中央区銀座4-14-11 七十七ビル5階 

東京支社生活も17年になる。最近は月1回

五所川原の実家へ帰っている。少年時代を過

ごした五所川原の想い出は、岩木川の河原で

遊んだこと、そこから見えた岩木山、そして二

西北五の中心地としての町のにぎわいでした。 

今もその風景にあまり変わりはなくホッとさ

せられる。 しかしながら最近は中央資本の進

出、郊外大型店の影響か地元商店街の元気が

ないと聞く。残念である。 このような問題は

地方都市の抱える共通の問題であり、その解

決策は中央資本を拒絶することではなく、レ、 

かに共存し、たがいに発展する方法を見い出

すことではないで

しようカ、。 

虫おくり、花火

大会など夏の祭り

も年々さかんにな

り、知名度も高く

なってーいる五所川

原の発展を願うと

共に今後も五所川

原のPRを積極的

にしてル、くつもり

てミす。 

五所川原市役所 公35-2111 



第 0 回暴力追放作品コンクール

五所川原地区審査会 

警4:
省●西 

ポスター部門審査会場 

-, 去
る
九
月
三
日
、
五
所
川
原
地
区

暴
力
追
放
推
進
協
議
会
（
会
長
・
五

所
川
原
市
長
）
は
、
五
所
川
原
市
中

央
公
民
館
で
第
五
回
暴
力
追
放
作
品

コ
ン
ク
ー
ル

（
主催
・
暴
力
追
放
青

森
県
民
会
議
）
地
区
審
査
会
を
行
い

ま
し
た
。
コ
ン
ク
ー
ル
に
は
、標
語

部
門
に
高
校
か
ら
十
点
、
中
学
校
か

ら
三
百
二
点
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
に
中

学
校
か
ら
十
九
点
が
寄
せ
ら
れ
、
審

査
員
の
山
口
剛
五
所
川
原
警
察
署
長

ほ
か
、
協
議
会
役
員
が
審
査
に
あ
た

り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
標
語
部
門

で
高
校
の
部
六
点
、
中
学
校
の
部
六
 

点
、
ポ
ス
タ
ー
部
門
で
は
中
学
校
の

部
六
点
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
 

な
お
、
入
賞
さ
れ
た
作
品
を
県
民

会
議
（
出
品
し
た
と
こ
ろ
、
左
記
の

と
お
り
入
賞
い
た
しま
し
た
。
 

☆
五
所
川
原
地
区
入
賞
者
 

一
標
語部門
 

・

高
等
学
校
の
部
 

金
賞
 
徳
田
敦
子
（
五所
高
三
年
）
 

だ
め
だ
よ
と
 

言
え
る
一
言
 

真
の
友
 

銀
賞
 
太
田
 
充
（
五所
高
二
年
）
 

銅
賞
 
工
藤
純
子
（
五所
高
三
年
）
 

佳
作
 
成
田
静
香
（
五所
高
三
年
）
 

佳
作
 
木
村
幸
貴
（
五
所高
三
年
）
 

佳
作
 
中
田
郁
美
（
五所
高
一
年
）
 

・

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
宮
崎
望
美
（
五一
一
中
一年
）
 

さ
そ
わ
れ
て
も
 

「い
や
だ
」
と言
え
る
 

強
い
」
曇
心
 

銀
賞
 
阿
部
信
利
（
五一
一
中
三年
）
 
 

銅
賞
 
福
士
恵
司
（
五
二
中
】
年）
 

佳
作
 
長
内
達
矢
（
五二
中
一
年
）
 

佳
作
 
山
内
由香
子
（
五
二
中一
一
年
）
 

佳
作
 
成
田
葉
子
（
五
三
中
三
年）
 

・

中
学
校
の
部
 

金
賞
 
鰐
田
照
子
（
五
一
中
三
年）
 

銀
賞
 
工藤
江
梨
子
（
五
一中
三
年
）
 

銅
賞
 
工
藤
弘
靖
（
五
一中
三
年
）
 

佳
作
 
斎藤
美
帆
子
（
五二
中
一
年
）
 

佳
作
 
三
上
 
梓
（
五
二
中
一年
）
 

佳
作
 
石
岡
美和
子
（
五
二
中
一
年
）
 

青
森
県
民
会
議
入
賞
者
 

穏
調
剖
門
一
 

・

高
等
学
校
の
部
 

銅
賞
 
木
村
幸貴
（
五
所高
三
年
）
 

暴
力
は
 

相
手
も
自
分
も
 

傷
つ
け
る
 

・

中
学
校
の
部
 

銅
賞
 
阿
部
信
利
（
五一
一
中
三年
）
 

暴
力
追
放
 

み
ん
な
の
社
会
の
 

合
言
葉
 

ボ
ス
タ
ー
部
門
 

・

中
学
校
の
部
 

銅
賞
 
工
藤
弘
靖
（
五
一
中
三
年）
 

「あ
な
た
の
意
見
で魅
力
あ
る
街

づ
く
り
を
め
ざ
し
て
」
と
の
趣
旨
で

開
催
い
た
し
ま
し
た
、
第
二
回
『
に

ぎ
わ
い
の
街
・
五
百
人
委
員
会』
 
の

中
で
出
さ
れ
ま
し
た
十
委
員
会
毎
の

ご
意
見
、
ご
提
言
内
容
に
「
い
て
、
 

集
約
い
た
し
ま
し
た
の
で
今
後
順
次

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
 

街
の
新
し
い
魅
力
づ
く
り
委
員
会
 

提
言
内
容
【
一
】
 

市
の
顔
と
し
て
の
駅
前
開
発
や
中
心

商
店
街
の
整
備
に
つ
い
て
 

①
駅
前
は
五
所
川
原
の
顔
で
あ
る
の

で
整
備
を
進
め
て
ほ
し
い
。
 

②
商
店
街
で
休
ん
で
い
る
店
を
利
用

し
た
無
料
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
お
年
寄

り
が
気
軽
に
お
に
ぎ
り
を
持
っ
て

こ
れ
る
よ
う
な
無
料
の休
憩
所
を

商
店
街
の
中
に
作
っ
て
ほ
し
い
。
 

⑧
街
に
大
き
い
公
園
が
ある
と
良
い
。
 

④
商
人
の
街
で
あ
る
中
心
商
店
街
を

浅
草
の
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
か
。
 

個
性
を
出
し
て
古
き
良
き
街
を

ー
 

⑤
お
し
ゃ
れ
な
街
並
み
に
して
、
お

い
し
い
物
や
コ
ー
ヒ
ー
を
味
わ
え

る
雰
囲
気
の
あ
る
街
に
し
た
い
。
 

が
曹

”言
虜
喫
糾
議
驚
」
薫
燕熱

6
 

経
過
報
告
（
瓦

1
)
 

現
在
の
取
り
組
み
状
況等

市
で
は
、
駅
前
地
区
を
中
心
と
し

た
市
街
地
再
生
の
た
め
の
「み
ず
光

る
街
」
の
実
現
に
向
け
て
計
画
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
です
。
 

ま
た
、
駅
前
地
区
の
核
と
な
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設
も
取
り
入
れ
た
（
仮

称
）
駅
前
地
区
複
合
拠
点
ビ
ル
新
築

計
画
が
、
商
工
会
議
所
が
事
業
4
体

と
な
っ
て
平
成
十
年
二
月
完
成
を
目

途
に
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

さ
ら
に
商
店
街
振
興
組
合
連
合
会

で
は
、
商
店
街
空
き
店
舗
活
用
促
進

事
業
に
よ
り
丸
友
デ
パ
ー
ト
ー
階
に

無
料
休
憩
施
設
を
併
設
し
た
商
店
街
 

「プ
ラ
ザ
M
」
を
六
月
オ
ー
プ
ン
し
、
 

街
の
賑
わ
い
を再
生
し
て
い
ま
す
。
 

提
言
内
容
【
ニ
】
 

「
エ
ル
ム
の
街
」
の
整
備
に
つ
い
て

現
在
の
取
り
組
み
状
況
等

魅
力
あ
る
街
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
に
、
そ
の
中
核
施
設
と
し
て
エ

ル
ム
の
街
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
 

が
、
第
三
セ
ク
タ
ー
で
ある
五
所
川

原
街
づ
く
り
囲
が
中
心
と
な
り
、官

民
一体
の
な
か
、来
年
十
一月
の
オ

ー
 

プ
ン
を
目
途
に
計
画
が
急
ピ
ッチ
で

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

難 

五
百
人
委
員
会
』議
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市で収集しないごみ 

危険物・有害物等 

・ガスボンぺは大小にかかわらず販売店に返却してくださし、 

・消火器‘ボタン型乾電池・ニカド電池等危険物、有害物は販

売店へ返却してくださし、 

・古タイヤは、販売IIliで引さ取ってもらってくださし、 

ー般家庭からー時多量に出
ご み 

・一般家庭から引っ越し等

により多量に出るごみにつ

いては、市では収集しませ

ん。排出者が適正に処理す

るか、自ら処理施設へ搬入

するか、許可業者へ依頼し

てください。再利用できる

家具類は出来るだけリサイ

クル・ショップなどを活用

してください。 

ト市では再生資源回収運動を行っている団体（PT 

A、町会、子供会等）に報償金を出しております。 

積極的に回収を進めまし上う。 
× 

事業活動に伴って出る
ごみ 

・会社、商店、 I-場、 

病院、飲食店等から出

るごみは、事業系廃棄

物にあたりますので、 

市では収集しません。 

自ら適正に処理するか、 

自ら処理施設に搬入す

るか、許可業者へ依頼

してくださし、。 

〇ごみ分別の詳細〇 
（燃やせるごみ・燃やせないごみ） 

5月に「家庭ごみ(J) lii しレ、田し方」 を全 

IItI昔に配布さゼプていただきました‘ 

その後、皆さんから 「分別をもう少し詳

しく教えて術くしし、」 とし、う要望があり、 沙く

のj」りりまとめました。 

／庭木なとは長さ3(kmく‘パ、 

I に切り、 束ねて袋に人れて

出してくださし、 又， 草ノに

どはよく乾燥させ、袋に人

＼れて出してくださ．、 

トレイ（ハック皿） 

木の枝 

灰すす 妻 

編う 
スブレー缶 
（穴をあけて） 

アノレミホイノレ

アルミ箔 

答舞諮ら 
ドジぐ 

', （水をよく切って〕 	d 6 

たまこり）力ラ 

器器甘タテ貝 

台所こみ 

yこ 

10月1日いよいよスタート 
（市指定ごみ袋を全世帯に無料配布） 

～指定された「ごみ袋」以外は使用できません。～ 

．皆さん、指定された袋でこソメを出しましたか／ ・分別をきちっと して出しましたか．/ 

●住所・氏名を書いて出しましたか／ 	 ・曜日・時間を守りましたか．/ 

これらの、ルールを守らないごみは、集積場所に置いたままとなります。 

きれいな街を目指して、皆さんでルールを守らないごみを一掃しましよう。 

※ごみの集積所の管理は各町内会にお願いしております。皆さんのご協力をお願いします。 

佐
々
木
市
長
は
、
「ご
み
処
理
は
、
 

行
政
の
中
で
も
大
事
な
問
題
で
す
。
 

住
み
よ
い
環
境
づ
く
り
の
た
め
に
、
 

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。」
と
挨
拶
し
、
ご
み
減
量
推
進

員
に
証
明
書
と
ワ
ッ
ペ
ン
を
手
渡
し

ま
し
た
。
 

五
所
川
原
市
は
、
九
月
十
四
日
、
 

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
ご
み
減
量

推
進
員
に
証
明
書

の
交
付
を
し
、
）
」
 

み
出
し
ル
ー
ル
（
の
指
導
と
行
政
連

絡
員
並
び
に
町
内
会
長
に
ご
み
袋
の

指
定
制
度
（
の
理
解
と
ル
ー
ル
を
守
 

「
て
い
た
だ
く
こ
と
（
の
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
し
た
。
 

ご
み
減
量
推
進
員
 

ニ
六
ニ
名
を
任
命
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秋の行政相談週間 
10月13日～10月19日 

レとき 10月15日（火） 13 : 00----16 : 00 
ンところ 市中央公民館 第4会議室 

■相談は無料で、秘密を守ります。 

ン木目談員 

・津田長一郎 ーッ谷76 - 5 合34 - 2531 
・宮本 	ノリ 下平井町160 " 35 - 3831 

@）定例相談日／毎週木曜日 10 : 00-15 : 00 
市親切サービス課（市民相談室）で、電話

や手紙などでα);f目談にも応じています。 

雪内線220・221 

若年者雇用奨励金の 

ー交付申請のご案内―」 
県の「活彩あおもり若年者雇用奨励費補助

事業」に伴い、市でも若年者雇用奨励金制度

を定め、10月1日から事業主より奨励金の交

イ寸申請を受イ寸します。 

この制度は中小企業事業主が平成 8年4月 

1日以降（新規学校卒業者は平成8年 3月1 
日以降）に25歳未満の若年者を新規に雇い入

れ、 1年以上継続して雇用し事業所の労働者

が増えている等一定の要件にあてはまる場合、 

増員となった若年者1人につレいて20万円を市

から事業主に交付～するものです。 

◆申請期間 

10月 1日（火）~10月31日（木） 

(9 :00-16:00、土・日・祝日を除く） 

◆申請場所・問い合わせ 市商工振興課 

”内線381 

10月1日～10月31日は、 
高年齢者雇用促進月間です。 
事業主の皆様には、高年齢者の雇用の

推進に向けての努力が、高年齢者等の雇

用の安定等に関する法律により義務づけ

らオしています。 

O6O歳定年の努力義務（高年齢者雇用安定法第4条） 

事業主は、雇用する労働者の定年の定

めをする場合には、 当該定年が60歳を下

回らないように努めなけれノばなりません。 

なお、平成10年 4 月1 日からは、その

定年は60歳を下回ることができなくなり 

ます。 

五所川原公共職業安定所 合34 - 31 71 

お知らせ 

地場企業の皆さん 

青森テクノポリス 
ハイテクエ業団地漆川へ 

進出してみませんか！ 
当工業団地は、若年層のマ荒出防止や市民所

得の向上と出稼者の解消を図るため造成工事

を行い、外部からの企業誘致だけでなく地場

企業の方々にも分譲しています。 

企業経営に意欲のある方で、現在稼動中の

工場が老朽化、 もしくは狭隣等で新規又は増

設を検討されている地場企業の方々のご連絡

をお待ちしております。 

1 計画主体 青森県（県内 2 カ所） 

2 事業主体 五所川原市士：地開発公社 

3 導入業種 電気機械器具製造業、一般機 

械器具製造業、食半斗品製造業、その他 

の製造業、道路貨物運送業、こん包業、 

卸売業 

4 ．給排水及び電力 

上水道一布設済、電力一引込可能 

排水ー自己処理後松野木川へ放流 

5. 指定士也」或 

①農村地域工業等導入促進法による工 

業導入地区： 

②工業再配置促進法による特別誘導地 

域 

③高度技術工業集積地域開発促進法に 

よるテクノポリス」也域 

④半島振興法による半島振興対策実施 

」也」或 

6 ．分譲価格 34,000円前後／坪 

7. 分譲面積 3,0 0 0 n?」』&上 

8 優遇措置 

くD固定資産税の課税免除 

②固定資産税の不均一課税 

③工場用地取得助成金 

④発電用施設周辺地域等企業導入促進 

資金貸イ寸（青森県） 

9 土地代金の支払方法については別途相談 

に応じます。その他のことでもお気軽に 

お問い合わせください。 

◆連絡先 市商工振興課 企業誘致係 

雪内線381 

平成 8年10月1日 8 



“女性議員をもっと増やそう”と県内の女

性議員数名が集まり、体験談等を語り合いま 

す。 会場からの御意見も受けたいと思います 

ので、どうぞお気軽におでかけください。 
レとき 10月19日（土） 14 : 00 - 16 : 30 
レところ 働く婦人の家 

レ主催 青森県女性議員懇談会 

if 0172-27-2003 

綴
製
鍬
寒
鰍
総
鰍
繰
 

か
一
 

みんなの老後を守る鍵！ 

郎子の国民年金辱 
まる子の国民年金 
5ひまる子ラゃんこ さくらブロダりノョン日4.7ニメ ノI9n 三 

蘇縄圏 

& ,一 (自 
．憐 ② 

詳弘 
’~ 	

~ー  ③ 

ー智貧声 
年金保険料の免除申請は、 

若い方に限りません。 
手続きの際は、印鑑（認め

で可）をお持ちください。 

棚1帥艦III 国民年金係I，内線212. 213 

「わ・五所川原会」 

からのお知らせ 
東京など、首都圏在住の市出身者の親睦交

流を図るため、総会ならびに懇親会を開催い

たします。 ご親戚やご子息など、参加を希望

される方はご連絡ください。 

レとき 10月26日（土） 17: 30 

）ところ 銀座レストラン高松本店（東京都 

内) 	胃 O3-3546-8181 

レ会費 7,000円（年会費2,000円含む） 

レ申し込み 10月21日（月）までに市総務課へ 

廿内線402 

9 平成 8年10月1日 

一保育料軽減事業実施 
市では、今年10月1日より、第 3 子以降の 

保育米斗軽減事業を実施します。 

当事業の対象児童については、保護者から 

の届出が必要となります。 

レ対象児童 対象児童とは、保護者が現に扶 

養している児童が3 人以上いる世帯で、 

保育所に入所している当該世帯の 3人目 

以降の児童をいう。 

レ届出手続（持参するもの） 

イ）保育半斗軽減対象児童の届出書 

（福祉事務所にありますJ 

ロ）保険証 ハ）印かん 

ニ）源泉徴収票、又は確定申告書の写し 

（入所申請児童と同居している扶養 

義務者全員の分） 

市民税及び固定資産税の納税通知書 

D申請・間い合わせ 

福祉事務所 福祉課児童係 廿内線 542 

父子家庭にも 
医療費助成実施 

市では、今年10月 1日より、父子家庭に対 

しても医療費の助成を実施します。 対象者は 

申言青をしてーください。 

なお、従前の「母子家庭等医療費助成事業」 

の受給者については、改めて書類等の変更手 

続をする必要はありません。 

レ受付月日 10月 1日より 

レ申請手続（持参するもの） 

イ）保険証 ロ）印かん 

レ対象者 

イ）父子家庭の児童 

(18歳に達した年度末まで） 

ロ）上記イ）の児童を養育する父 

（但し、 自己負担金は一医療機関ご 

と月1,000円） 

※当事業には所得制限があります。 

レ申請・間い合わせ 

福祉事務所 福祉課児童係 か内線 542 

五所川原市役所 公35 -2111 

Ic-,  -醗 

基礎年金番号・ 
~ノ 

ロ） 

ニ） 



募 集 

インダストリーツアー 
～誘致企業を訪ねて～ 

参加者募集 
期日 10月18日（金） 10 : 0O-15 : 00 

―集合場所 市役所正面玄関前 

~・集合時間 9 】 45 

、対象者 一般市民（年齢性別問いません） 

「定員 30名 

（定員になり次第締め切ります） 

1参加費 500円（昼食代として） 

二見学先 市内誘致企業及び青森職業能力開 

発短期大学校 

＞申し込み 市商工振興課 ”内線381 

能力開発セミナー 
ポI)テクカレッジ青森 

-（青森職業能力開発短期大学校） 

妬
  

コ ー ス 名 開講日日寺 開講時間 

●

上
 

女括舌型・ 

NC旋盤 

10/ 1~ 
10/4 

9 	: 
16 
00 
: 

---- 
00 

2
  

ひずみ一 

ゲージの応用 

10/14- 
16. 	21 

13 : 
18 
00 
: 
- 
00 

(
J
 

 
データ通信技術 

10/14- 
10/19 

17 : 
21 
15 

】 

- 
15 

4
  

フアインセラミ

ックス加エ技術 

10/14- 
10/23 

18 】 00 
21 : 

- 
00 

5
  

内装歯車対の 

設計 

10/15- 
10/18 

9 	: 
16 
00 
: 
- 
00 

6
  

塩化ピ七ニノレ 

溶接の応用 

10/15- 
10/18 

9 	: 
16 
00 
: 
- 
00 

(
I
 

 

ノぐソニコンによる 

機械制御 

10/15- 
10/18 

9 	: 
16 
00 
: 

--- 
00 

8
  

GP一 TB 
制御と活用 

10/15- 
10/18 

9 	: 
16 
00 
: 
- 
00 

9
  

高速フーリコ二 

変換と活用 

10/29- 
11/ 1 

9 	: 
16 
00 
: 
- 
00 

＞受講料 各コースとも、 2,000円。 

＞申し込み・問い合わせ 

電話で当短大開発援助課胃37 - 3201まて％ 

『五所川原市史』 
史料編2下巻を刊行 

（内線552) 

・市史編纂室（図書館2F) 台 34-3256 

(@） なお、史料編1 (3,500円）、 文化財編 

(2,500円）、 史半抹扇2上巻（4,500円）、 

史料編3上巻（4,500円）の残部が若干あ

りますので、 まだ購入されブていない方はこ

の機会にお求めください。また、全巻予糸勺

も受けイ寸けています。 

市民民謡教室 
ヒ ～初心者大歓迎ノ～ 
＞講師 長尾武一先生 

（市伝統文化功労賞受賞者） 

＞会場 市中央公民館 

＞日程 10月14日（月）、 21日（月） 

11月11日（月）、 25日（月） 

12月 9 日（月）、 23日（月） 

いずこれの日も、 10 : 00-li : 30 

レ受講料 無緋斗 

>問い合わせ 市教育委員会 生涯学習課 

合 35 一 2111（内線556) 
“ーL＋っこ●つこ●つし中っこ4つ亡．α＋つ1◆つし4つに＋っこ十●こ中●c●つ亡●つこ＋つ‘＋つ「．つ［＋コし＋つし中ルr×中二工＋×＋、く＋~41γ4 

「フアッションセンターしまむら五所川原店」 
出店計画地元説明会開催 

日日寺 10月16日（水） 14 : 00 

場所 五所川原商工会議所 5階会議室 

計画概要 （1）店舗面積 998n299 8m 

(2）休業日数 年間6日 

(3）閉店日寺亥り 20 】 00 

※開店は平万父 9年4月の予建ぐですー。 

@）問い合わせ 雪048 - 652 一 2111 

（担当／丸山） 

平成8年10月1日 10 

ン内容 I工戸時代の基本的史料jを」反録 

＞価格 4,500円（消費税含む） 

＞体裁 菊判 ,約1 ,000頁 

＞注文・問い合わせ 

・市教育委員会総務課 合35 一 2111 ・市教育委員会総務課 合35 - 2111 

~ 

~ 

~ 



 

散 オルテンシア 

2 二 
催物案内 

〇大ホール 

口
］
 
 

曜
日
 

催 	物 開演 
~ 

入場料 

火 
おやこ劇場第48回例会 

「劇団たんぽぽ公演」 
18 】 30 会員券 

又
い
 

火
  

演劇「国語元年」鑑賞会 13 : 30 

木
  

自主事業 
「読売日本交響楽団」公演 

19 : 00 一般4,000円
学生1,000円 

理
  

五所川原少年少女合唱団 18 : 30 無 	料 
第 3回定期演奏会 

13 口
H
  

東京児童劇場 
「ピノキオのぼうけん」 

10 : 30 A席L500円 
B席L400円 

17 木
  

平成 8年度校内芸術鑑賞会 10 : 00 

18 金
  

平成8年度 
五所川原高等学校音楽教室 

13 :15 

19 土
  

マンドリンオーケストラ 
五所川原合同演奏会 

14 : 00 無 	料 

20 日
  

、ビバ！！コンチエルトガ 
たかはしピアノ教室 

13 : 30 無 	料 

24 木
  

文 化 講 演 会 18 : 30 無 	料 

25 金
  

第32回五一中合唱部・ 18 : 00 無 	料 吹奏楽部合同定期演奏会 

29 火
  

五所川原市内 
小中学校音楽発表会 

13 : 00 無 	料 

〇小ホール 

日
  

曜
月
 

催 	物 開演 入場料 

リ
一
 

水
  

認証事業者研修会 14 : 00 

木
  

チャリテイー企画「現代国際
巨匠絵画展」レセプション 18 : 00 

A鐙
 

チャリテイー企画 
「現代国際巨匠絵画展」 

10 : 00 無 料 一り
 

万 

" 

A准
 

平成8年度 
安全運転管理者講習会 10 : 00 

青森明の星高等学校 
入試説明会 10 : 00 無 料 

馬
  

火
  

改正消費税セミナー 13 : 30 

16 水
  

市民秋まっり 
西北五民俗芸能フエア 12 : 00 無 料 

22 火
  

平成 8年度 
安全運転管理者講習会 10 : 00 

11 平成 8年10月1日 

「あおもり魅力百選」募集 

あなたにとっての青森県の魅力について大

募集。 （自然、観光地、施設、祭り、イベン

ト、食べ物、文化、歴史、町の表情等） 

＞応募方法 官製ハガキに①氏名②住所③電

話番号④性別（5）年齢⑥職業を明記の上、 

あなたが思う青森の魅力について具体的

な地名、名称などとその理由を簡単にご

記入ください。 

＞締め切り 11月30日（土） 当日マ肖印有効

レプレゼント 

・特賞（5名） 青森県内温泉ペア宿泊

券＋旅行券（10万円木目当） 

・入賞（50名） 青森県の特産品（りん

ご、ほたて、つがるおとめ等） 

・応募賞（200名） 青森県のテレカ 

※なお当選者は、プレゼントの発送をもっ 

てお知らせいたします。 

＞応募先 〒107 東京都港区北青山3-5-12 

青山クリスタルビル6F 

「あおもり魅力百選」東京事務局 

合 O3 - 3403 - 0280 

レ問い合わせ 上記応募先及び県観光課企画 

班合0177 - 22 - 1111（内線4178・4179) 

平成 9 年度 

障害者職業訓練校 
訓練生募集 

ン募集人員 事務科10名、電子機器科10名、 

製版科10名 ※男女の別は問いません。 

＞募集期間 10月14日～11月 8 日 

⑥願書は公共職業安定所に用意してあります。 

＞問い合わせ 

青森県立障害者職業訓練校（弘前市緑ケ

丘二 1丁目9-1) 台 0172-36-6882 

民謡サークル 

会員募集 
ン練習日 毎週木曜日 19 : 00-21 : 00 

レ練習場所 市中央公民館 3階和室 

レ練習内容 津軽三味線と手作り譜面 

（弾き語りにて） 

※月謝なし 

＞問い合わせ 長尾武一（指導者） 

客 35 - 3371 

五所川原市役所 公35-2111 



止
 

全国地域安全運動 
10月11日～10月20日 

～みんなでつくろう安心の街 

暴力を締め出すあなたの手と心～ 

重 点 目 標 

放 

少年非行の防止と有害環境の浄化 

五所j日原地区暴力追放推進協議会 

五 
五 所 )Il 原 州1 区 防 犯 協 会 

①
②
③
 

防

追

の
 
の

難

力

盗
 
暴
 

「ーー 

平成 8 年度 

麟燕器器の納期限は 

し 
10月31日（木） 

   

第 7 回 

五所川原武道演武祭 

健康相談室麟 
お気軽にご利用ください 

レ持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

開催場所 開催月日 開催時間 

豊成 公 民食官 
10月14日 
（月） 

13 : DO- 
14 : 00 

しきしま 
ニ1ミュ一ニテイ 

センター 

10月14日 
（月） 

13 : 
15 
00 
: 
- 
00 

新宮集会所 
10月16日 
（水） 

13 : 
15 
00 
: 
- 
00 

コミュニテイ 
センター栄 

10月18日 
（金） 

10 : 
14 
00 
: 
- 
00 

平 町 公 民館 
10月21日 
（月） 

13 : 
14 

00 
: 
- 
30 

みんなの健康教室園 
◇と き 10月25日（金） 13 : 00- 

◇ところ 市保健センタ1 3階ホール 

◇講 師 ヂー 重 浩先生 

（白‘生会胃腸病院形成外科科長） 

◇テーマ 形成外科的疾患について 

献 血のご 案内 

期 	日 日寺 間 場 	月斤 

10月25日 10 : 00 -- 津軽東芝音響 

（金） 15 : 30 株式会社駐車場内 

五所川原市役所 公35-2111 

ンとき 10月10日 （体育の日） 9 : 30- 

ンところ 市民体育館 

ン主催（参加団体） 少林寺拳法協会・柔道 

会・剣道協会・弓道会・銃剣道協会・空 

手道協会・相撲協会 

※観覧者には、記念品を差し上げます。 

「五所川原秋まつり」 
西北五民俗芸能フェア 

ンとき 10月16日（水） 12 : 00- 

ンところ オノレテンシつ’ 小ホール 

ン入場料 無米斗 

ン主催 （社）五所川原市観光協会 

レ問い合わせ 

（社）五所川原市観光協会事務局 

市観光物産課 合35 一 2111（内線392) 

平成8年10月1日 12 
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